
歴史サロン花畑 歴史講座「公文書が語る熊本の歴史」第２回 

 

・演題 衛生と水道からみる百年前の熊本市 

・講師 木村 領（政策局総合政策部データ戦略課） 

・日程 令和 6 年（2024 年）７ 月 ２３ 日（火）14：30～16：00 

・場所 桜の馬場城彩苑２階 多目的交流室 

 

１．はじめに（何故歴史文書が重要なのか） 

✓温故知新 

✓1918-19 flu pandemic（H1N1）：通称「スペイン風邪」 

✓内務省衛生局（1922）『流行性感冒』→ポスター、通牒文書、統計データ等 

 

２．百年前の「衛生」 

✓「衛生」の意味 

✓伝染病予防法（明治３０年法律第３６号） 

✓虎列刺・赤痢・腸窒扶私 

✓熊本市（1903）『熊本市第四回統計書』→第 165表伝染病患者死亡 

✓明治４５年（1912年）九州薬学専門学校（現在の熊本大学薬学部）調査 

✓第３代 辛島 格 市長 大正元年（1912年）市会諮問 

「保健衛生ノ設備ハ上水道及びビ下水道両者ノ完成ヨリ、要且ツ急ナルハナカルベシ」 

 

３．水道のしくみと幻の上水道計画 

✓熊本市（1924）『熊本市上水道概要』→自水源地至市内縦断面図 

✓水源地は何処にする？ 配水池は何処にする？ 

✓大正５年に認可申請 

✓大正９年に変更認可申請→水源地を八景水谷に、配水池を立田山に変更 

✓元は何処？何故計画変更?→熊本市(1921)『上水道水源地変更に関する弁明書』 

✓八景水谷に円滑に決まったのか？→熊本市(1922)『熊本市・清水村協定書』 

 

４．百年前の熊本市の風景 

  ✓熊本市（1924）『熊本市上水道概要』→熊本市上水道線路平面図 

  ✓水源地（八景水谷）の風景 

  ✓配水池（立田山）の風景 

  ✓市街地（市役所周辺）の風景 

 

５． 公文書保存の重要性（結びにかえて） 

✓ 記録し、残っていれば（保存されていれば）…過去に遡って調べることができる 

  ✓「記録すること」「保存すること」の２つが揃う必要がある。 


